
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人型ロボットＰｅｐｐｅｒが進行役を務めます。
大雨による災害について正しく理解することができま
す。

○プログラムの流れ
・アイスブレイク
・メインコンテンツ（聞く・見る）
・メインコンテンツ（考える・ディスカッション）
・メインコンテンツ（発表する）
・まとめ

対　象
子ども・大人
（小学４～６年生・

小学生の保護者）

定　員 ３０名
（1クラス相当応相談）

所要
時間

４５分
（準備除く、応相談）

必要
経費

無料

準備物 電源、プロジェクター、スクリーン

その他

平日、日中の時間帯（時間は応相談）
多人数でも対応可、イベントへの参加も可
機材繰りや講師確保等の状況により実施できない場
合があります。

コース
番　号 Ａ-M１ 提供企業・団体名 ソフトバンク株式会社

プログラム名
Ｐｅｐｐｅｒを活用した出前授業

「防災教育　大雨」
実施
場所

教室、体育館等

人型ロボットＰｅｐｐｅｒが進行役を務めます。
地震による災害について正しく理解することができま
す。

○プログラムの流れ
・アイスブレイク
・メインコンテンツ（聞く・見る）
・メインコンテンツ（考える・ディスカッション）
・メインコンテンツ（発表する）
・まとめ

対　象
子ども・大人
（小学４～６年生・

小学生の保護者）

定　員 ３０名
（1クラス相当応相談）

所要
時間

４５分
（準備除く、応相談）

必要
経費

無料

準備物 電源、プロジェクター、スクリーン

その他

平日、日中の時間帯（時間は応相談）
多人数でも対応可、イベントへの参加も可
機材繰りや講師確保等の状況により実施できない場
合があります。

プログラム名
Ｐｅｐｐｅｒを活用した出前授業

「防災教育　地震」
実施
場所

教室、体育館等

コース
番　号 Ａ-M２ 提供企業・団体名 ソフトバンク株式会社

コース
番　号 Ａ-Ｍ３ 提供企業・団体名 大阪ガスネットワーク株式会社

南部事業部　総務チームコミュニティグループ

プログラム名 考える防災教室
その時、あなたを守れる、あなたになろう。

実施
場所

室内

大災害が起きた後のライフラインが使えない状況でも生き抜くための工夫や知識を、クイズやグ

ループワークを通して考え、学びます。

【内容】

①日本で起こる自然災害

自然災害の多い国に住んでいること、どんな被害を受けているかを学びます。

②災害後の暮らしの変化

阪神・淡路大震災を例に、災害による被害とライフラインの止まった被害後の暮らしの変化を学び

ます。

③ライフラインのないくらしをイメージしよう

イラストを用いて、ライフラインが止まってしまうとできなくなることを考えます。

④マンガクイズ「自宅で避難生活」

身近なもので災害を乗り切る方法をクイズ形式で考えます。

対　象
子ども

（小学校高学年）
定　員 １０名以上

所要
時間

４５分
必要
経費

無料

準備物 プロジェクター、スクリーン（大型テレビモニターなど）

その他



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子ども・大人
（小学生以上）

定　員 １０名～

NPO法人エコサイクルネットワーク

プログラム名
防災備蓄アドバイザーによる

防災講座
～災害前後の行動と知識～

実施
場所

室内（教室・体育館）

コース
番　号 Ａ-M４ 提供企業・団体名

　地震や台風、大雨など自然災害が多くなっている
昨今、いつ自分自身や大切な人、財産が災害に直
面するかわかりません。
　また、災害時にはトイレや食事、灯りの作り方など
生活する上で、大きな制約やストレスがかかりま
す。
　これらの問題に直面した時に対応できるよう、防
災の知識について、防災備蓄アドバイザーから学び
ましょう。

対　象

その他 受講される対象により内容は調整します。

所要
時間

45～60分
（応相談）

必要
経費

無料

準備物 特にありません。

大阪管区気象台の防災学習プログラム（下記①～③）を実施するに
あたり、教職員等がスムーズに進めていくことができるように、大
阪管区気象台の担当者が、教職員研修会にお伺いします。
それぞれのプログラムで取り上げる内容の基礎知識を含めた研修
を行います。

①気象庁ワークショップ 「経験したことのない大雨 その時どうす
る？」
②「急な大雨・雷・竜巻から身を守ろう」
③「地震・津波から命を守るために」

対　象
大人

（教職員向け）
定　員

１５名以上
２５名未満

所要
時間

①１２０分
②③各４５分

必要
経費

無料

準備物
PC(パワーポイント２０１０またはPDF形式で 提供し
ます)、スピーカー、プロジェクター、 スクリーン、机、
椅子、（プログラムによる）

その他
原則、平日対応（９時５分～１７時１５分）
※土日祝は別途ご相談ください。

コース
番　号 Ａ-Ｍ５ 提供企業・団体名 大阪管区気象台

プログラム名
防災学習プログラムを進めるための

教職員向け研修
実施
場所

プロジェクターとスクリーンが利用でき、
グループワーク結果をまとめられる屋内

定　員

必要
経費

あいおいニッセイ同和損害保険株式会社

実施
場所

室内

提供企業・団体名

その他

対　象

所要
時間

準備物

A-M６

生活していく中ではさまざまなリスクがあります。

損害保険では、『お車のリスク』『お住まいのリスク』
『身の回り品・賠償等のリスク』『病気・ケガのリスク』
といった補償しております。

ご家族との生活の中で、日々どのようなリスクがあ
るか確認してみませんか？

特にありません。

プロジェクター（大型モニター可）、スクリーン、
電源

プログラム名
確認してみませんか？
家族のリスクマップ

コース
番　号

子ども～大人
（小学生～）

１０名以上

３０～６０分 無料



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特にありません。

昨今、猛威を振るう自然災害が多発しております。
ハザードマップのリスク情報が「豪雨」「地震」など
の被災状況と一致することが判明しております。

ご自身のお住まいや学校のハザードマップを確認
し、災害対策を一緒に考えてみませんか？

対　象

その他

所要
時間

３０～６０分
必要
経費

無料

準備物
プロジェクター（大型モニター可）、スクリーン、
電源

子ども～大人
（小学生～）

定　員 １０名以上

あいおいニッセイ同和損害保険株式会社

プログラム名
今だからこそ、知っておきたい！

ハザードマップについて
実施
場所

室内

コース
番　号 A-M７ 提供企業・団体名

避難生活における清潔情報を中心に、災害
に備える工夫やいざという時に役立つ製
品などについて、ご紹介いたします。

○プログラム内容
1.普段からのそなえ
2.災害時の過ごし方
3.災害に役立つ製品

対　象 全年齢 定　員 ２０名以上

所要
時間

３０～４０分
必要
経費

無料

準備物
延長ケーブル（要電源）、プロジェクター、
スクリーン(大型モニター可)、HDMIケーブル

その他 平日　9:00～16:00開催

コース
番　号 A-M８ 提供企業・団体名

花王グループ
カスタマーマーケティング株式会社

プログラム名 災害と衛生環境(普段からのそなえ)
実施
場所

室内
（学校、イベント実施場所等）

その他
内容の詳細はご要望に合わせて変更可能です。

実施後のアンケートにご協力お願いします。

プログラム名
サンダルバイバイから始めよう！

水の事故予防
実施
場所

室内

「溺れない」ためには「泳げる」だけでは不十分。水辺の
安全教育（知識）がないと泳げても溺れることが…！

水辺での活動をおもいきり楽しむために必要な「水辺
の安全教育」その第一歩となる「サンダルバイバイ」をメ
インに、水泳インストラクターの防災士から楽しく学び
ます。

○水辺の判断力トレーニングクイズ
○みんなで歌って覚えよう！サンダルバイバイ
○溺れた人を見つけたら？水辺ミッションとは？

対　象
子ども～大人
(幼児以上)

定　員 １０名以上

所要
時間

４５～９０分
（要相談）

必要
経費

無料

準備物
プロジェクター、スクリーンまたは大型
モニター、（広い会場の場合はマイク）

コース
番　号 A-M9 提供企業・団体名 NPO法人AQUAkids safety project



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他
内容の詳細はご要望に合わせて変更可能です。

実施後のアンケートにご協力お願いします。

「愛と勇気で、救命手当をしてください」
救命講習でそんな風に言われた経験はありませんか？
実際に、愛と勇気で心臓マッサージをした一般市民の
体験談を聞いて、自分にできることをもう一度考えて
みるきっかけに。手当後のサポートについてもお話しま
す。

○人が倒れた現場に遭遇！そのときどうした？
○手当てでケガをさせたらどうなるの？
○誰も教えてくれない「手当てしたその後…」
○バイスタンダーサポートって何？
（〇心臓マッサージ、AEDなど体験も可能）

対　象
子ども～大人
(小学５年生以上)

定　員 １０名以上

所要
時間

４５～９０分
（要相談）

必要
経費

無料

準備物

プログラム名
あなたならどうする？

救命現場で実際に手当した人の
話を聞こう

実施
場所

室内

プロジェクター、スクリーンまたは大型
モニター、（広い会場の場合はマイク）

コース
番　号 A-M10 提供企業・団体名 NPO法人AQUAkids safety project


